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【校訓】○学ぶ（確かな学力） ○磨く（豊かな人間性） ○鍛える（たくましい生活力）

11月に入り、「樋脇文化祭」（３日(金)）、「樋脇地区コ

ミュニティ協議会 第18回フェスティバル」（12日(日)）

と、立て続けに本校吹奏楽部(16人)が出演、演奏を披露

し、地域行事に花を添えました。

演奏したのは、幅広い年代の聴衆に楽しんでいただけ

るようにと自分たちで選曲し、特別に練習した「ジブリ

コレクション」。これに、「樋脇文化祭」では本校文化祭

でも恒例の「テキーラ」を、「樋脇地区コミフェスティ

バル」ではGReeeeN(グリーン)の「キセキ」などのポップスや童謡「ふるさと」を披露し、会場内

を大いに楽しませました。３年生(10人)にとっては、12日の演奏が三年間の部活動の締めくくり

となり、特別な思い出となる一日にもなりました。

なお、吹奏楽部は、９日(木)に入来文化ホールで開催された「入来・祁答院・樋脇地域仲よし

音楽会」にも出演し、同じく「ジブリコレクション」を披露するだけでなく、当日の最終プログ

ラムである「全体合唱 薩摩川内市民歌」の伴奏を担当したり、舞台係やドア係などの運営スタ

ッフも務めたりと大活躍でした。

ひとみ輝く「やる気・元気・根気」を
―「令和５年度樋脇中学校区小中一貫教育研究公開」を開催―

11月15日(水)、樋脇・市比野両小学校児童６年生が本校へ

バスで移動し、本校を会場に研究公開を行いました。当日は、

甑島を含む本市内を中心とした多くの先生方や、校区内の地

域の方々が来校、樋脇小(算数)、市比野小(国語）、樋脇中(１

年英語)の授業にそれぞれ分かれて参観いただきました。

小中一貫教育は本市が進める特色ある取組ですが、「中学

校進学時に子供たちが学力を中心に大きな不安を抱えてい

る」という本校区の実態を踏まえ、学力向上に向け樋脇中校

区三校でこれまで取り組んできたことを中心に発表しました。

英語の授業では、教室に入りきれないくらいの多くの参観者に囲まれ少々緊張気味の１年生で

はありましたが、ペア活動など活発に行い楽しく学習する様子を見ていただくことができました。

参観された先生方からは、「ＩＣＴの活用や話合い活動など盛りだくさんの内容で、授業研究で

も活発な意見が出ました。自分の校区での研究にも生かしたい。」などの感想が寄せられました。

なお、この日はＰＴＡ役員の皆様に駐車場の整理や受付、心のこもったお茶のサービスなどお

手伝いいただきましたが、こちらも参加者にとても好評でした。御協力ありがとうございました。

【１年英語の授業を熱心に参観される先生方】

【樋脇文化祭で会場と一体となり演奏する吹奏楽部】

□ 12月行事予定 □

５日(火) 修学旅行（～７日：２年）
８日(金) 休養措置日（２年）
10日(日) 「ぶらり散策ひわき」ボランティアガイド
11日(月) 生活部挨拶運動（１年１組） 人権学習講演会
12日(火) １・２年授業参観 学年ＰＴＡ

学校保健委員会兼家庭教育学級「健康被害とメディア機器の危険な関係」 集金日
13日(水) 自殺対策強化事業講演（２年） 集金日
15日(金) 地区ＰＴＡ交通指導の日
17日(日) 門松作り
22日(金) 終業式

キャッチフレーズ『さわやかあいさつ・クリーンＨＩＷＡＫＩ

期末テスト期間の家庭学習時間を振り返って
今回は、11月14日から20日の一週間（期末テスト期間中）の学習時間についてお知らせします。テス

ト期間は部活動も停止して、ふだん以上に家庭学習に取り組んでほしかったところですが、十分な学習
時間が確保されていたとは言えない状況でした。各学年の目標時間に対する学年全体の達成率は、３年
生以外１学期末テスト時よりも下がっています（下表参照）。
テスト勉強は中身が大切で、一概に時間の長さだけでは判断できませんが、９教科の復習をする時

６ 月 11 月 目標 間としては、やはり十分とは言えません。
学年 平均 達成率 平均 達成率 時間 テスト期間に入る前、生徒たちは、毎回テスト対策
１年 92分 58% 79分 39% 100分 計画を作成しています。自分の将来を見据え、「今、
２年 131分 94% 116分 74% 110分 何をなすべきか」を考えながら、計画に従って学習す
３年 121分 70% 134分 87% 120分 る姿が身に付いてほしいと思っています。

「令和５年度 第１回小中交流学習」行いました

11月11日（土）、樋脇・市比野両小学校の6年生が来校し、2年生と行いまし

た。交流学習の前には、翌週に控えた小中一貫教育研究公開に向けて、６年生が

公開当日使用する会場（2年生の教室）の確認も行ったところです。

交流学習は体育館で、小・中学生交じってのドッヂビー（フライングディスク

を使ったドッジボールに似た競技）大会です。

中学生には、小学生を整列させたり、ゲームの内容や方法を小学生に説明

したりして、ゲームがうまく進行するよう自分たちで運営に取り組むという

大きな役割があり、来年度入学してくる6年生を相手に「先輩」の力を見せ

ることができました。交流学習を終えた2年生は、「６年生が、中学校に入学

するのを楽しみにしてくれるといいな。」と感想を述べていました。

【小学生相手でも手加減しません】

【小学生にも分かりやすく説明】

【受賞おめでとう】
理科に関する研究記録展 第一回英語検定合格者（６月３級以上のみ）

入選 ２年 Tさん ３級 ２年 Hさん ３年 Yさん
令和５年度「税に関する書道作品」 第二回英語検定合格者（11月３級以上のみ）

優秀賞 ３年 Iさん 準２級 ３年 Yさん
優良賞 ２年 Hさん Oさん ３級 ３年 Kさん Iさん

薩摩川内市青少年育成市民会議 Iさん Oさん
あいさつ運動コンクール Sさん Tさん

入選 ２年 Mさん Nさん Yさん
Mさん


